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18 歳未満の未成年者である（中華婦女連合会 2008）。1970 年代末の改革開放政策の導入
をきっかけに、都市の経済が発展し、それに付随して農村の過剰な労働者が都市に流入し
た結果、農村に残される子どもが多くなった。2000 年に約 2443 万人だった農村留守児童
































澧県澧淞村出身で、留守児童数が増加した時期に留守児童を経験した 20 代後半の 8 人であ
る。半構造化インタビューを行った。 
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第 1 章 中国農村留守児童問題の深刻さ 
1.1 農村留守児童とは 
















 『中国 2010 年第 6 次人口普查』（中国 2010 年第 6 次国勢調査）の推計によると、2010






閲覧日 2016 年 12 月 18 日） 
3社会主義国家建設の初期段階において、党の基本路線を貫徹しながら社会主義の物質文
明・精神文明を建設するため 1949 年 3 月に発足した。広範な女性を団結させ教育する重要
な役割を果たしており、その基本的役割は女性の利益を代表し、守り、男女平等を促すな
どである。（チャイナネット http://japanese.china.org.cn/japanese/77788.htm 閲覧日
2016 年 12 月 22 日） 







http://www.gov.cn/xinwen/2016-11/10/content_5130733.htm 筆者訳 閲覧日 2016 年 12
月 22 日 ） 
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国農村留守児童の 3 分の 1 近くを占める。第 3 に、親の両方が出稼ぎに行き、親戚や親の
友人が世話をしている留守児童である。祖父母と暮らしている留守児童より、かなり数は










 2015 年 7 月 3 日、朝日新聞は中国貴州省畢節市茨竹村で、親が出稼ぎで家を離れ、子ど
もだけで暮らしていた留守児童の兄妹 4 人が 6 月初旬、農薬を飲んで自殺したと報道した。
事件が発生したのは貴州省の中で特に貧しい農村部であり、村人の半数ほどが出稼ぎで村
を離れていた。自殺した子どもたちは 14 歳の長男と 5～10 歳の妹 3 人であり、父親は出稼
ぎで家を離れ、母親は 2 年前に家を出ていた。長男は豚の世話などをしながら、幼い妹た
ちの面倒を見ていた。また、近所の村人や学校の教員によると、家の中はぼろぼろで汚れ
ており、兄妹は事件が起こる直前 1 ヶ月の間学校に行っていなかった（朝日新聞 2015 年 7
月 3 日朝刊 10 面）。 
 李・陶（2009）は留守児童の自殺に対する意識を調べるため安徽省六安市の中学校 3 校
に在学している生徒 852 人にアンケートを行い、調査結果を『14~16 歳留守児童心理状況
及び自殺傾向分析』にまとめた。有効回答数 840 のうち、非留守児童は 506 人中 161 人














年 11 月 20 日の新華毎日電訊は、広東省の貧困農村地域で、両親が長い期間、深圳に出稼
ぎに行ったままの留守児童 3 姉妹の悲劇を報じた。3 人は 80 歳前後の祖母が面倒をみてい
たが、わずか 7 年間に 3 姉妹が次々と大やけどを負ったという。ろうそくが原因となった
火事で長女が両足に障害を、次女は薪で湯を沸かした際の大やけどで手足が奇形になり、













 農村留守女児が受ける性的暴力の被害については、2015 年 7 月 13 日付の中国の全国紙
新京報5が、中国西北部の寧夏自治区のある村の幼稚園で、12 人の女児が男性教員から性的
暴行を受けたと報じた。12 人のうち 11 人は留守児童であり、年齢は 4 歳から 6 歳までで




けていなかったという（新京報 2015 年 7 月 13 日）。また、留守児童の性的被害を調査した
王（2008）は、四川省内の中学校・高校計 10 校の 1400 人を無作為抽出し、アンケート調
査を行った。1400 人のうち、有効回収率は 96％、そのうち留守児童は 41.6％を占めた。
                                                   
5 新京報は 2003 年 11 月 11 日に正式に創刊し、光明日報と南方日報が共同で創設した大衆
日刊紙である。国家の許可をもらい、広範囲の地域で読まれている。 
（新京報ネット http://i.bjnews.com.cn/gywm.html 閲覧日 2016 年 12 月 29 日） 
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四川 692.03 11.34 1 7.3 14 
河南 654.80 10.73 2 7.0 16 
安徽 443.05 7.26 3 6.9 17 
広東 438.16 7.18 4 1.2 27 
湖南 435.11 7.13 5 9.3 11 
広西 404.60 6.63 6 12.6 8 
江西 371.65 6.09 7 7.7 13 
貴州 314.28 5.15 8 18.0 4 
江蘇 296.58 4.86 9 1.3 26 
  
5 
湖北 270.34 4.43 10 6.6 18 
重慶 217.25 3.56 11 5.3 21 
山東 216.03 3.54 12 3.2 24 
雲南 209.93 3.44 13 15.5 5 
河北 198.94 3.26 14 5.6 19 
陝西 147.07 2.41 15 13.0 7 
甘粛 140.36 2.30 16 20.1 2 
福建 125.71 2.06 17 1.8 25 
浙江 116.56 1.91 18 1.1 28 
山西 83.60 1.37 19 11.1 9 
遼寧 56.14 0.92 20 5.1 22 
黒竜江 51.26 0.84 21 5.1 23 
新疆 49.43 0.81 22 18.6 3 
吉林 37.23 0.61 23 5.4 20 
内モンゴル 32.95 0.54 24 7.3 15 
海南 23.80 0.39 25 8.5 12 
青海 23.19 0.38 26 13.4 6 
チベット 18.92 0.31 27 23.7 1 
寧夏 12.82 0.21 28 10.8 10 
上海 7.93 0.13 29 0 29 
天津 6.71 0.11 30 0 30 
北京 6.10 0.10 31 0 31 







年に定められたもので、それによると、1 人当たりの年収が 2300 人民元（約 4 万円）以下








 中国国家統計局が全国 31 省（自治区7、直轄市8を含む）の 16 万戸の家庭に対して行った
サンプリング調査に基づいて算出された貧困発生率（表 1）からわかるのは、農村留守児童
数が多い省が必ずしも貧困発生率が高いとは限らないという点である。例えば、貧困発生


































ームページ（http://www.gov.cn/gzdt/2012-03/19/content_2094524.htm 閲覧日 2016 年
12 月 22 日） 




































図 1：2000 年～2010 年の全国農村留守児童数 
 
図 1 は、中華全国婦女連合会の調査をもとにした全国の農村留守児童数を表したもので
ある。2000 年と 2010 年は全国規模の人口調査、2005 年はサンプリング調査に基づく数値
である。それによれば、2000 年から 2005 年までの 5 年間に、中国の全国農村留守児童は
3418万人増加し、約 2.4倍になった。2005年からの 5年間では増加率はかなり減少したが、
約 250 万人増加して 6100 万人を超えた。21 世紀に入ってからのこうした変化の原因を説

















   出典：全国妇联课题组 「全国农村留守儿童状況研究报告」（『中国妇运』 2008） 
                      全国妇联课题组  「我国农村留守儿童、流动儿童状況研究报告」（『中国妇  
































義務とする各種の企業のことを指す（1997 年 1 月 1 日から実施した中华人民共和国乡镇企
业法（中華人民共和国郷鎮企業法）の第 2 項）。（国務院ホームページ 




















サービス業などの業界で急速に労働需要が高まった。例えば、2001 年から 2007 年まで、


















                                                   
16出稼ぎ先の親と一緒に戸籍所在地以外の場所で半年間以上生活・就学する 18 歳以下の児
童を指す（新公民計画 2014 年 9 月）。 





図 2：2000 年～2010 年の全国流動児童数 
 
 図2は、2000年から2010年までの全国の18歳以下の流動児童の数を表したものである。
この 10 年間に、流動児童の規模は 1982 万人から 3581 万人に約 1.8 倍に増加した。特に農
村戸籍の流動児童は継続的に全体の70％以上を占めている。農村戸籍の流動児童数は、2000
年から 2005 年までで 533 万人、2005 年から 2010 年まで 939 万人増加した。2005 年以降










                                                   
17「国务院关于解决农民工问题的若干意见」 2015 年 6 月 13 日 国務院ホームページ 

















2000年 2005年 2010年 
0～17歳農村戸籍の流動児童 0～17歳都市戸籍の流動児童 
出典：新公民计划「中国流动儿童数据报告2014」2014年9月をもとに筆者作










 また、2006 年 6 月 29 日に改正された中华人民共和国义务教育法（中華人民共和国義務




















すでに述べたように、農村留守児童の後見人には 4 つのパターンがある。 
 第 1 に、両親のどちらかが出稼ぎに行き、どちらかが農村に残って後見人となる場合で
ある。このケースでは親の両方が出稼ぎでいない留守児童より、問題はあまり深刻ではな
いが、家に残って子どもの世話をする片方の親は 1 人で家事と農作業を行うとともに、子
                                                   
18民弁学校は、国家機構以外の社会組織や個人が、非国家財政の経費を利用し、設立する学
校や他の教育機構を指す（中华人民共和国民办教育促进法实施条例〈中華人民共和国民弁
教育を促進する法律〉の第 2 項 2008 年 3 月 28 日）。国務院ホームページ 
（http://www.gov.cn/zhengce/content/2008-03/28/content_5674.htm 閲覧日 2016 年 12 月
23 日） 
19中华人民共和国义务教育法（中華人民共和国義務教育法） 2006 年 6 月 30 日 国務院ホ
ームページ 






































                                                   















































































展状況に関する説明） 2006 年 3 月 27 日 国務院ホームページ 

































題を解決するために、「両免一補」25（2 つの免除と 1 つの補助）政策を実施した。2007 年
までに義務教育を受けている農村の貧困家庭の児童はこの政策に基づき国の補助を受けた。








































































 犯罪の特徴については、第 1 に、強盗や窃盗が大部分を占めている。広西省宾阳県の公
訴部門の統計データによると、2008年から 2012年までに起訴された農村留守児童のうち、
強盗が 53%、窃盗が 35%、暴力を伴うかどうかはともかく他人のモノを盗む犯罪が 90%近
くを占めている（韦・朱・宁 2014）。第 2 に、留守児童の犯罪は主に集団で行われること
が多い。江西省のある県26における農村留守児童の犯罪に関する資料を分析した黄（2013）
によると、2010 年から 2012 年まで、農村留守児童に関する 127 件の犯罪事件のうち、集
団で犯罪をした事件は 72 件で、全体の 56.7%を占めたという。第 3 の特徴は農村留守児童
の再犯率が高いことである。2001 年から 2007 年まで、徐州市の中級人民裁判所で審理さ
































黄（2013）によれば、江西省のある県では、2010 年から 2012 年まで、犯罪を起こした農

































































































 湖南省は中国の中部、長江の中流に位置し（図 3 参照）、面積は 21.18 万㎢であり、中
国総面積の 2.2%を占める。省には 13 市、1 自治州、122 県がある。2013 年末時点で、湖
南省の総人口は 6690 万人を超え、全国で 7 番目に多い28。 
                                                   
27本研究では、国務院が 2012 年に公布した「各省で援助を行う県のリスト」で定めた貧困
県以外の県を「非貧困県」と呼ぶ。また、中国政府は 2011 年 11 月 29 日の「貧困地域の援
助・開発に関する会議」で、貧困県を援助する基準を「農民 1 人当たりの年収が 2300 元（約




（http://www.gov.cn/gzdt/2012-03/19/content_2094524.htm 閲覧日 2016 年 12 月 25 日） 
「中央扶贫开发工作会议胡锦涛、温家宝发表重要讲话」（貧困地域の援助・開発に関する会
議） 国務院ホームページ 
（http://news.xinhuanet.com/politics/2011-11/29/c_111203767.htm 閲覧日 2016年 12月
25 日） 







 湖南省澧県澧淞村を調査地に選んだ理由は 3 つある。 
第 1 に、澧淞村がある湖南省には多くの農村留守児童が暮らしている。中華全国婦女連
合会によると、2010 年の湖南省の農村留守児童人数は、435 万 1100 人に達し、全国第 5
位の多さである（序章 表 1 参照）。 
第 2 に、澧淞村がある澧県は中国政府が指定する貧困県ではない。2011 年 11 月 29 日に
北京で開催された「中央扶贫开发工作会议胡锦涛、温家宝发表重要讲话」（貧困地域の援助・
開発に関する会議）30で、国は農民 1 人当たりの年収が 2300 元（約 4 万円、2010 年の貧
困ライン）を新たな支援対象の基準と決めた。翌年 3 月 19 日に、国はこの基準に則って、
「扶贫办发布“国家扶贫开发工作重点县名单”」（各省で援助を行う県のリスト）31を発表し
                                                   


















なくとも年間 5 万元（約 85 万円）～6 万元（約 100 万円）に達している。祖父母 2 人、出
稼ぎの親 2 人、子ども 1 人～2 人という人数で計算すると、1 人当たりの年収が約 1 万元（約




調査で村人とのコミュニケーションが取りやすい点も調査地に選んだ理由の 1 つである。 
 
3.1.2 調査対象と調査方法  












 調査対象としたのは澧淞村で 1 校しかない三泉小学校である33。公立小学校で、鎮の「中
                                                                                                                                                     
院ホームページ 
（http://www.gov.cn/gzdt/2012-03/19/content_2094524.htm 閲覧日 2016 年 12 月 25 日） 
32日本とは異なり、中国では「県」が「市」の中に位置している。 
33調査した学校は 4 学年までの児童しかおらず、筆者がインタビューできる留守児童が 1 年




のうち留守児童は 80％以上を占めている（表 2 を参照）。教職員は 6 人で、校長 1 人、教
員 4 人、「後方勤務」と呼ばれる食事の世話をする職員 1 人となっている。 
この小学校は 4 つの学年しかなく、1 学年 1 クラスの不完全小学校35に属する。児童が 4





 1 学年 2 学年 3 学年 4 学年 総数 
留守児童 13 7 9 10 39 
非留守児童 3 2 2 0 7 
全児童数 16 9 11 10 46 
聞き取り調査をもとに筆者作成 
 









                                                   
34「完全小学校」は初級の学年（1～3 年）と高級の学年（4～6 年）を設置する小学校を指
す。初等の義務教育である小学校卒業に必要な修学年数は省、自治区、市が規定する。5 学
年または 6 学年。（百度百科  
http://baike.baidu.com/link?url=0StJfUj2RESIwZ6fnYZTSYvluizh2FSrxznf-Eaw_lPdH
hjDvZv9sPDxm_mlGMZ3DTBSXTHPrRTAalFsuqaFClAQEImjmbb8fA8UMJ6e3xLJJb
q6NOE8C2F6QSBQrsdU 閲覧日 2016 年 12 月 25 日） 
35設置されているのが、卒業に必要な 6 学年もしくは 5 学年に満たない小学校。 
36校長のインタビューよると、村の小学校は鎮の小学校と同じように鎮の中学校が管轄する
ため、村の小学校で 4 学年まで修了した児童は、引き続き鎮の小学校に入り学業を続ける。
9 年間義務教育であるため、鎮の小学校と中学校が合併され、鎮の小学校で 6 学年まで修了























より、この学校で 10 年間勤めている。 
4 年生の担任 
 












ている間、筆者は教員の許可を得たうえで、1 年生 3 人、2 年生 4 人、3 年生 1 人40、4 年
生 3 人の計 11 人の留守児童に対して留守児童の名前、年齢、後見人は誰か、出稼ぎ先の親
との連絡頻度など簡単な基本状況を質問した。次に、この 11 人の留守児童のうち、後見人
と留守児童の両方からインタビューの許可を得られた 5 世帯を選んだ（表 4）。 
 
表 4：インタビュー対象の留守児童に関する情報 









                                                   
39高等専科学校は主に高校を卒業した後に専門的な教育を受ける場で、大学とは異なり学位





ビューの許可をもらえた留守児童は 11 人である。 
  
27 
両親とは 1 年間離れている。 
Y さん 
（2 年生） 


























 インタビューをした留守児童 5 人の出稼ぎの親は年に 1 度（春節）しか帰らない。週に 1
度ほど留守児童と電話で連絡しており、会話の時間は毎回 5 分～10 分程度だという。また、
5 人のうち R さんは、生まれてから親と出稼ぎ先で暮らしていたが、地元で就学しなけれ
ばならず、入学する前に親が村に連れ戻したため祖父母と暮らさざるを得なかった。イン
タビューした時には 1 年間親と会っていなかった。Y さんは、毎年夏休みに親の出稼ぎ先
に連れられ、親と一緒に 1 ヶ月ほど暮らせる。秋学期が始まる前に農村の祖父母の家に戻













について質問した（具体的な質問内容は別紙 1 を参照）。 





































                 図 4：旧校舎             筆者撮影 
 





    「元々の校舎は村委員会によって建てられたから、壁、窓、ドアー等はもう老朽









    「経費と教員不足のため、教育局が定めている授業の一部分は正常に実施できな
い。例えば、うちの学校の英語の先生は校外から招聘され、学校の正式的な教員











日 14 元（約 240 円）（朝食 4 元、昼食 5 元、夕食 5 元）である43。筆者の観察では、毎日
の食事内容は大きくは変わらず、白米飯と野菜（大根、白菜、サツマイモ、かぼちゃなど）




9:00~11:20 午前の授業、1 コマ 40 分、途中で 10 分間の休憩 
11:20~ 昼食、自由活動 







                                                   


























 インタビュー調査で指摘された留守児童をめぐる学校での課題の 1 つに、留守児童の振
る舞いがある。以下は、1 年生、2 年生、4 年生の担任教員のインタビューである。 
 










                                                   
441 年生の担任へのインタビュー、2015 年 12 月 15 日、教員の部屋にて 


























がり」の 2 つの観点からインタビューを整理していく。 
まず、前者について、R さんと G さんの後見人は子どもの衛生面に最も注意していた。 
 




    「子どもの生活面の世話は十分にやっていますよ。子どもの汚い服を洗濯機でき
れいに洗えないので、私は毎回手で洗っています」48 
 
                                                   
464 年生の担任へのインタビュー、2015 年 12 月 17 日、教室の外の廊下にて 
47R さんの祖父へのインタビュー、2015 年 12 月 30 日、自宅にて 
48G さんの祖父 へのインタビュー、2015 年 12 月 20 日、自宅にて 
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学校の勉強についても家庭の役割が大きいと言われている（呉 2013）。その 1 つが宿題で


























                                                   
49G さんの祖父 へのインタビュー、2015 年 12 月 20 日、自宅にて 
50Y さんの祖母 へのインタビュー、2015 年 12 月 28 日、自宅にて 
51中国では、100 点が満点であれば、60 点未満は不合格となるのが一般的である。 













次に「後見人と小学校のつながり」である。SYX さんの後見人と G さんの後見人は子ど
もの送り迎えの時に、たまに教員から子どもの学校での様子を聞くことがある程度である。 
 





















                                                   
53SYX さんの祖母へのインタビュー、2015 年 12 月 24 日、自宅にて 



























    「今朝、ある子どものおじいさんが学校に来て、私に、今日授業のあと用事があ
るので迎えに来るのが少し遅くなるかもしれない。子どもを学校で待たせて下さ
いと言っていました。この子の家は学校から遠くはないですが、おじいさんは子
どもを 1 人では帰らせませんでした」 
 
筆者が参与観察している期間、何らかの理由でスクールバスに乗らなかった児童は、ほ
とんどが後見人に送り迎えされていた。インタビュー対象者のうち、R さんと Y さんの後
見人は子どもの安全に対する懸念を次のように語っている。 
  
    「出稼ぎに行った親から子どもの面倒を頼まれた時、正直言って断りたかったで
す。私もおばあさんも毎日仕事があって、ずっと子どものそばにいてあげられな
                                                   














   「4 年生のある留守男児が、学校で遊んでいる時に目に怪我をしたんです。治療費
として、三泉小学校を管轄する鎮の中学校は 10 万元（約 170 万円）を、うちの小



















叩いたこともあると話していた。SYR さんや SYX さんの後見人は、そうやって厳しく教育
                                                   
56R さんの祖父へのインタビュー、2015 年 12 月 30 日、自宅にて 
57Y さんの祖母 へのインタビュー、2015 年 12 月 28 日、自宅にて 









父母から小遣いをもらっている。また、5 人のうち小遣いをもらったことがあるのは R さ













































    「私の気持ちや考えなどをお母さんと話したいです。でも、毎回お母さんと電話
する時間が短くて、電話料金も高いから、自分の気持ちを十分に伝えられません。





ある。R さん、SYX さん、G さんは、自分の話をいつも後見人に無視され、理解されてい
ないと感じており、そのため自分の気持ちを話さなくなったという。 
 






    「自分の気持ちを数回祖父母に伝えましたが、祖父母は返事をしてくれませんで
した。私もだんだん祖父母に話し出したくないと思うようになりました。本当は、
                                                   
59R さんへのインタビュー、2015 年 12 月 25 日、自宅にて 
60SYX さんへのインタビュー、2015 年 12 月 23 日、教室にて 
61G さんへのインタビュー、2015 年 12 月 21 日、教室にて 




































                                                   
63SYX さんへのインタビュー、2015 年 12 月 23 日、教室にて 
64G さんへのインタビュー、2015 年 12 月 21 日、教室にて 




留守児童問題の全体状況を比較し表 6 にまとめた。 
 
表 6 調査結果と先行研究の比較 





















































































































































・小学校 1 年～4 年は祖父母と暮らす。祖父母は村で農作業に従事 
・小学校 5 年～中学校 2 年は出稼ぎ先で親と一緒に暮らす 
・中学校 3 年の時に進学のため親と離れて帰村 
親とのコミュニケーション： 
・電話での連絡：半月に 1 回、毎回 1～2 分程度 














・小学校 3 年の前半は祖父（父方）と後半は叔母（父方）と暮らす 
  
44 
・小学校 4 年、別の村に転校し祖母（母方）と暮らす 
・小学校 5 年～高校まで、自分の村に帰り、叔母（母方）と暮らす。た
だし中学校 3 年と高校 3 年の時、進学のため、母は家に帰り子どもの
世話 
親とのコミュニケーション： 
・電話での連絡：週に 1 回、毎回 5 分程度、主に生活について 
・親の帰郷頻度：毎年の春節。帰郷中コミュニケーションは少ない 
仕事状況： 









・高校 2 年まで祖父母と暮らす 





















・電話での連絡：数ヶ月に 1 回、毎回 2～3 分程度 
































































・高校は学校に寄宿。月に 1 回祖父の家で過ごす 
親とのコミュニケーション： 
・電話での連絡：電話料金が高いためあまり連絡せず 











 調査対象者は 2 つの基準で選定した。第 1 に生まれた年である。すでに述べたように、













ーの許可を得られた 8 人にインタビュー調査を行った。 





 留守児童だった 8 人はみな働いた経験を持っている。J さん、C さんと BB さんは大学卒
業後、会社に勤めている。他の 5 人は、高校までの間に中退し、都市で出稼ぎしている。 
 婚姻状況については、C さん、F さんと BB さんは既婚で子どもがいるが、他の 5 人は未






 本調査では対象者に対して 1 人ずつ半構造化インタビューを行った。 
 
4.2 元留守児童に対する質問内容の設定 














































    「叔母さん（母の方）と暮らしていた時期の不満はちょっとあります。叔母さん







                                                   








対して J さんは次のように答えた。 
 
    「親に迷惑をかけたくないからです。もし私がそのことを親に言ったら、親と叔
母さんの関係は悪くなるかもしれないから」69 
 
 現在は叔母さんのもとから離れ、1 人暮らしをしている J さんは、仕事をする中で、自分
の性格に困ることがしばしばあるという。 
 






















                                                   




    「中学生の時、クラスメート A の母親が A の面倒を見るために、わざわざ学校の
近くで部屋を借りたんです。その時、A のことが本当に羨ましかったです」70 
 
F さんの内にこもる性格はどのように形成されたのだろうか。筆者の質問に対して F さ
んは次のように答えた。 
 






















ころ F さんは次のように答えた。 
 
    「その頃、誰にも話したくありませんでした。高校のクラスは 60 人いたけど、私
が話したことがある人は数人しかいませんでした。それも仲がいいという関係で
                                                   















 J さんと F さんは、留守児童の経験が、内向きの性格や劣等感につながったと自分で思っ
ているケースだったが、インタビュー調査を行った 8 人の中にはある意味で正反対のケー






















                                                   
74F さんへのインタビュー、2016 年 8 月 10 日、家に近い喫茶店にて 
75TQ さんへのインタビュー、2016 年 8 月 13 日、喫茶店にて 



































                                                   
77QQ さんへのインタビュー、2016 年 8 月 16 日、レストランにて 
78同上 






































                                                   
80JL さんへのインタビュー、2016 年 8 月 15 日、ファストフードレストランにて 



















 QQ さんが小学校 6 年生の時に、母親は弟の出産のために村に戻り、それ以降は子どもた
ちと一緒に暮らしていた。 
 















                                                   






もう 1 人、今現在も親とのコミュニケーションがうまくできないと話してくれたのは YY
さんだった。 
 














与えたと自ら考えている 3 つ目の側面として、自立心や独立意識が挙げられる。 
 
    「小学校 3 年より前は、自分の年齢も小さいから、何か解決できない時、頼れる








                                                   




85YY さんへのインタビュー、2016 年 8 月 17 日、工場の寮に近い公園にて 
86QQ さんへのインタビュー、2016 年 8 月 16 日、レストランにて 



























たいと考えていた。このうち、J さん、QQ さんと YY さんは、子どもと一緒に暮らしたい
気持ちはあるが、現在仕事と生活が不安定なので、子どもを育てるための十分な経済基礎
ができるまでは、子どもを作ることはあまり考えないと答えていた。調査した時点ですで
に子どもがいた C さん、F さん、BB さんは、子どもと一緒に暮らしたい気持ちが強い。C
さんはその理由を次のように述べた。 
     





                                                   




F さんと BB さんは、子どもに自分と同じ経験をさせたくないので、子どもと一緒に暮ら
したいと述べた。 
 














また、TQ さんと JL さんはまだ結婚していないが、留守児童時代の経験が今も辛い記憶
として強く残っているため、子どもと一緒に暮らしたい気持ちが強い。 
 












                                                   
89F さんへのインタビュー、2016 年 8 月 10 日、家に近い喫茶店 
90BB さんへのインタビュー、2016 年 8 月 21 日、家に近いマクドナルド 

























インタビューした C さん、J さんと BB さんは大学卒業である。F さんは高校を中途退学
したが、出稼ぎ中に、独学で会計資格94を取得した。YY さんは現在電気技師の仕事に従事
しているため、都市に定住することが可能になった。そのため、農村戸籍を持つ C さん、J
さん、BB さん、F さん、YY さんは将来都市で子どもと一緒に暮らしたいと望めば、現在





                                                   
92TQ さんへのインタビュー、2016 年 8 月 13 日、喫茶店にて 
93国務院「推动１亿非户籍人口在城市落户方案（1 億の農村戸籍人口の都市定住を推進する
政策）』、国務院ホームページ 
（http://www.gov.cn/zhengce/content/2016-10/11/content_5117442.htm 閲覧日 2016 年



































                                                   








ケーション不足により引き起こされた影響は 3 点あると考えられる。第 1 に、JL さんは、
親子の信頼関係が欠如していたため、親に自分の能力を疑われたことが自信を喪失させた。
第 2 に、QQ さんと YY さんは、親子の間でどうコミュニケーションすれば良いかいまだに











できたら一緒に暮らしたいという答えだった。8 人のうち、J さん、QQ さんと YY さんは、
子どもがまだいないため、経済基盤が整うまでは子どもを持つことは考えたくない。 TQ
さんと JL さんは、留守児童だったことが苦い経験になっているため、自分の子どもを留守











































れに対して、調査対象の小学校では 1 日 3 回の食事が提供されるため食事の支度や栄養面

















































からである。そこで、同じ湖南省澧県澧淞村出身の 20 代半ばの元留守児童 8 人に、子ども
の頃の留守児童経験がその後の人生に与えた影響について話を聞いた。留守児童経験が及
ぼした影響だと本人たちが認識していたのは次の点である。 
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調査対象： 




































时间：           地点： 
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时间：           地点：         
采访对象： 
 
采访内容： 
基本状況 
1.父母的哪一方外出打工了？从什么时候开始外出的？打工的时间有多久？ 
2.父母外出期间,和谁一起生活？监护人是做什么的？ 
3.在学校时期的学业情况怎么样？（成绩、作业的完成度等） 
4.工作情况  
・什么时候毕业的？ 
・到目前为止,都做过哪些工作？ 
・现在,做的是什么工作,收入情况怎么样？ 
5.现在,是怎样的婚姻状况？ 
 
关于留守经历： 
1.留守得期间,家庭的经济状况怎么样？ 
2.父母外出期间,是怎么和父母联系的？多长时间联系一次？联系的内容是关于什么的？ 
3.父母比较关心自己的哪方面？（学习、生活、交流） 
4对父母外出打工抱有怎样的看法？（孩子时期的看法和成人后的看法） 
5.监护人和老师对自己采取的是怎样的教育方式？自己是怎么看待的？ 
 （孩子时期的看法和成人后的看法） 
6.留守期间,和老师朋友之间,有没有发生让自己印象深刻的事情？ 
7.到目前为止,有没有自己感觉最辛苦的时候？有的话,自己是怎样度过的？ 
 
现在的情况： 
1.为什么不继续学业？家人对于中止学业是抱有怎样的态度？ 
 （针对中途退学的对象） 
2.为什么选择做这些工作？有受过谁的影响？ 
3.对于自己做的工作、自己是抱有怎样的态度？原因是什么？ 
4.在工作中,和同事,上级之间,有没有让自己印象深刻的事？您认为和自己的留守经验有关系
吗？ 
5.对于外出打工这件事,自己有怎样的看法？ 
 
对下一代的看法： 
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1.对于结婚,生孩子的事情怎么看？ 
2.将来对于自己的孩子,想要怎么教育？（想要和谁一起生活？怎么和孩子交流？） 
3.关于孩子的教育,想要侧重哪一方面？ 
